


252015



例 言
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財





⚑．町内における開発

（⚑）町内における開発と発掘調査

本町における2015年度（平成27年度）の民間開発行為等による埋蔵文化財発掘届（第93条）は44

件、地方公共団体等による通知（第94条）は14件で、計58件を数える。

本年度の発掘調査は11件である。内訳は、個人住宅等の建築⚒件、公共事業⚔件、民間開発⚕件

である。

本年度は、総調査面積に対する出土遺物数が、⚑㎡あたり約0.19箱と近年では高い比率を示して

いる。これは、唐古・鍵遺跡第116次調査および第118次調査の⚒件で、合わせて200箱の出土量が

あったためである。特に第116次調査は弥生居住域のため出土量が多い。
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第⚑表 田原本町における2015年度の発掘届・通知件数一覧

第⚒表 田原本町の発掘届・通知と発掘調査件数の推移

第⚓表 町教育委員会が実施した発掘調査の原因別推移

第⚔表 町教育委員会による調査の面積及び出土遺物数の推移

第⚑図 発掘届・通知と調査件数の推移

第⚒図 発掘調査原因の推移

第⚓図 調査面積と出土遺物数の推移



⚒．埋蔵文化財の調査

（⚑）発掘調査の概要

本年度は11件の発掘調査を実施した。弥生時代～古墳時代では、唐古・鍵遺跡、保津・宮古遺跡、

宮古北遺跡等で成果が得られた。唐古・鍵遺跡第116次調査では弥生時代中期の井戸・大溝等を検出

し、同第118次調査では遺跡西部を巡る環濠を検出した。保津・宮古遺跡第42次調査では、弥生期の

方形周溝墓⚑基を検出した。

中近世では、唐古・鍵遺跡、宮古北遺跡、寺内町遺跡等で成果が得られた。唐古・鍵遺跡第116・

118次調査では、唐古南氏の居館に関わるとみられる遺構を多数検出し、田原本町の中世遺構では初

検出となる石組み井戸を各⚑基ずつ確認した。宮古北遺跡第20次調査では、保津・阪手道の側溝の

可能性がある溝を検出した。
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第⚔図 田原本町の遺跡と調査地点（Ｓ＝1/40,000）
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第⚕表 2015年度 発掘調査一覧表

第⚖表 2015年度 試掘調査一覧表



⚑．唐古・鍵遺跡 第⚑⚑⚖次調査

⚑．遺跡・既調査の概要
唐古・鍵遺跡は、奈良盆地の中央、標高約47ｍ前後の沖積地に立地する、弥生時代を代表する環

濠集落のひとつである。これまでの調査成果から、唐古・鍵遺跡の集落内部は、大きく北･南･西･中

央の⚔地区に区分できることが明らかになっている。第116次調査は西地区中央部に位置する。平成

27年度に宅地造成が計画され、共有道路となる部分について発掘調査を実施した。調査地の東側に

第11・82次調査地があり、本調査地においても、弥生時代前期の集落遺構などが検出されることが

想定された。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
Ⅰ：暗褐色土〔検出標高48.2ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：暗青褐色土〔48.1ｍ〕、Ⅲ′：橙褐色土

〔48.0ｍ〕、Ⅲ：茶灰色土〔47.9ｍ〕、Ⅳ：灰褐色土〔47.8ｍ〕、Ⅴ：黄褐色細砂〔47.5ｍ〕、Ⅵ：黒色

粘土〔47.4ｍ〕、Ⅶ：淡青灰色シルト（微砂質）〔47.3ｍ〕、Ⅷ：淡青灰色シルト（粘質）〔47.2ｍ〕

第Ⅰ層は水田耕土層、第Ⅱ層は水田床土層、第Ⅳ層は中世遺物包含層、第Ⅴ層以下は地山となる。

中世の遺構、弥生時代の遺構はともに第Ⅳ層上面で検出した。

（⚒）遺構と遺物
弥生時代前期
本調査地で検出した弥生時代前期の遺構は大溝⚑条のみであったが、東に隣接する第82次調査地

では当該期の遺構が多数検出されており、弥生時代前期から居住区であったことが明らかとなって

いる。

ＳＤ－201 調査区を縦断する大溝で、その一部を調査した。後世の遺構により大半が壊されて

おり、その推定幅は4.2ｍ、深さは0.8ｍ以上である。出土土器の時期は、大和第Ⅰ－⚒様式である。

第74次調査区で検出されたＳＤ－201の堆積土、時期、規模、方向が共通することから、同一遺構の

可能性が高い。

弥生時代中期
ＳＤ－151・152 調査区の西側で検出した溝で、ＳＤ－201の最終堆積の可能性も考えられる。

これらの⚒条の溝の時期は大和第Ⅱ－⚑様式である。

ＳＫ－201 調査区北側で検出した土坑で、ＳＤ－152を切る。南北1.3ｍ、東西1.5ｍ、深さ0.8ｍ

の方形である。この土坑からは、太型蛤刃石斧や結晶片岩製の石庖丁が出土した。この土坑の性格

は不明である。出土した遺物は第10図に示した。⚑～⚓は広口壷である。時期は大和第Ⅱ－⚑様式

である。

ＳＫ－101 調査区北側で検出した土坑である。直径は2.3ｍ、深さ1.6ｍである。上層は籾を含む

炭灰層であった。ＳＫ－101からは、甕（第11図－⚑）、高坏（第11図－⚒・⚓）、台付鉢（第11図－

⚔）が出土した。時期は大和第Ⅳ－⚑様式である。

ＳＫ－105 調査区南側で検出した井戸で、直径1.5ｍ、深さ1.6ｍである。底から、口縁部の一部
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第⚕図 調査地位置図（Ｓ＝1/5,000）
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第⚖図 北壁断面図（Ｓ=1/50）

第⚗図 調査区平面図⚑（Ｓ＝1/250）



と脚台部が欠損した水差形土器（第11図－⚕）、鉢（第11図－⚖）が出土した。時期は大和第Ⅲ－⚔

様式である。

掘立柱建物⚑ 調査区中央やや南寄りで検出した、桁行⚒間、梁間⚑間の掘立柱建物である。建

物の長軸は北東－南西である。遺物の出土量が僅少であったため、時期は特定できないが、ＳＤ－

152上で柱穴を検出したことから、弥生時代中期以降の遺構と考えられる。

弥生時代後期末
ＳＫ－111 調査区南端で検出した土坑である。北半分を調査（南半は調査区外）し、上層で庄

内期の完形の小形甕（第11図－⚘・⚙）が出土した。

中世
ＳＤ－51・52 調査区東側を縦断する大溝（ＳＤ－51）に、調査区南側の東西方向の大溝（ＳＤ

－52）が取りつき、逆「Ｌ」字形を呈する。ＳＤ－51から出土した遺物を第12図に、ＳＤ－52から
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第⚘図 調査区平面図⚒（Ｓ＝1/250） 第⚙図 ＳＫ－53平面図および断面図（Ｓ＝1/40）



出土した遺物を第13図に示し

た。

第12図－⚑～⚓は土師器

皿、⚔・⚕は土師器の坏、⚖

～10は土師器の羽釜である。

第12図－11は瓦質の片口壷、

12は瓦質の鉢である。第12図

－13は陶器である。橙赤褐色

の胎土に灰釉が施釉されてい

る。美濃産と推定される。第

12図－14･15は、青花碗であ

る。両者とも中国福建省から

の輸入磁器とみられる。14の

外面には灰が付着している。また、15の破面には漆が付着しており、破損した後に漆で接着して使

用していたと考えられる。このほか、多数の桃核、漆器椀や下駄も出土している。第13図－⚑～⚕

は土師器皿、⚖～⚘は土師器の羽釜、⚙は瓦質の羽釜である。

これらの遺物から、ＳＤ－51・52は16世紀頃に同時に開口していたと考えられる。既往の調査で

検出された中世大溝は、14・15世紀と16世紀の大きく⚒時期に分けることができ、今回の調査の検

出例は後者にあたる。

ＳＫ－53 調査区中央西側で検出した石組み井戸である（第⚙図）。長軸2.1ｍ、短軸1.8ｍ、深さ

⚒ｍ以上である。井戸の石組みの上段は井戸内に崩落しており、機能時に石が何段積まれていたの

かは不明だが、部分的に⚕段の石が残存していた。さらに、石積みの下は八角柱状に組み合わせた

板材を井戸枠としていた。このことから、井戸下部は板組、上部は石組の構造と考えられる。最終

埋没時には、土器も投棄されており、ＳＫ－53の下限は16世紀頃と考えられる。

近世
素掘小溝群 調査区全体で、主として南北方向の小溝群を検出した。

⚔．まとめ
弥生時代前期後半から中期初頭にかけて、大溝が調査区を縦断していた。この溝は、第74次調査

区で検出されたＳＤ－201と接続する可能性が考えられ、接続するならば、大溝の延長は南北軸で75

ｍ以上におよぶ。唐古・鍵遺跡では南北軸に合う大溝はこれまでに検出されておらず、今後、どの

ような性格の溝になるのかを検討する必要がある。

弥生時代中期以降は、掘立柱建物のほか井戸などが確認できることから、居住区であったと考え

られる。このことから、居住域の西限が第82次調査地（弥生時代前期）から第116次調査地（弥生時

代中期以降）へと拡大したと推定できる。

中世（16世紀頃）の逆「Ｌ」字形の大溝は、唐古南氏に関係する遺構の可能性が高い。また、調

査区中央西側で検出された中世の石組み井戸は、田原本町内で初の検出例となった。
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第10図 ＳＫ－201出土土器
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第11図 弥生時代出土土器
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第12図 ＳＤ－51出土遺物
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第13図 ＳＤ－52出土遺物

写真⚑－⚓ ＳＫ－53完掘状況（西から） 写真⚑－⚔ SD－51・52出土土器

写真⚑－⚑ ＳＫ－201遺物出土状況（南から） 写真⚑－⚒ 中世大溝完掘状況（南から）



⚒．唐古・鍵遺跡 第⚑⚑⚗次調査

⚑．既調査の概要
今回の調査地は、遺跡南端に位置する。下水道工事に伴う調査で、付近では第100次調査で飛鳥時

代の河跡等を確認しているものの、弥生時代関連の遺構は確認していない。今回の調査により、飛

鳥時代頃の河跡の拡がりと周辺地形についての情報が得られることが期待された。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
調査地の現状は道路である。人坑⚒ヶ所について発掘調査を実施したが、東側の第⚑トレンチは

全体が近世以前の大溝内であったため、第⚒トレンチの層序を基本層序として示す。

Ⅰ：アスファルト〔検出標高48.9ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：暗青褐色砂礫土（改良土）〔48.8ｍ〕、

Ⅲ：黄褐色粗砂〔48.6ｍ〕、Ⅳ：暗青褐色粘質土〔48.55ｍ〕、Ⅴ：暗青灰色粘土〔48.45ｍ〕、Ⅵ：青

褐色粘質土〔48.25ｍ〕、Ⅶ：暗灰褐色砂質土〔48.2ｍ〕、Ⅷ：橙褐色粘質土〔48.1ｍ〕

第Ⅰ～Ⅲ層は現代の道路開発に伴う造成層、第Ⅳ層は旧耕土、第Ⅶ層は時期不詳の洪水堆積層、

第Ⅷ層以下が地山である。近世の遺構は第Ⅶ層上面で、古代頃の遺構は第Ⅷ層上面で検出した。

（⚒）遺構と遺物
古代？
ＳＤ－2051 第⚒トレンチで検出した北北西－南南東方向の溝である。幅0.9ｍ、深さ0.1ｍを測る。

堆積土は粗砂質で、顕著な遺物は出土していない。遺構の時期と性格は不明。ただし、近接する第

100次調査で確認した飛鳥時代の河跡と一連の遺構である可能性がある。

ＳＤ－1051 第⚑トレンチ全体が南北方向の溝である。調査区は遺構の東肩付近に相当する。溝

幅不明、深さ0.9ｍ。堆積土の大半は粗砂である。顕著な遺物が出土していないため、時期と性格は

明らかでない。

近世～近代
ＳＤ－1001 第⚑トレンチで検出した溝跡である。南北方向とみられるが、東西方向溝との交差

点に相当する可能性がある。深さ0.4ｍを測る。この遺構に伴う杭列は北北西－南南東方向に並ぶ。

近世～近代の遺物が出土した。

ＳＤ－2001 第⚒トレンチで検出した東西方向の溝である。北半が過去の水路工事で攪乱を受け

ていたため、溝幅と深さは明らかでない。堆積土などから近世の遺構とみられる。

⚓．まとめ
今回の調査では、近世の溝跡、古代頃の可能性がある溝または河跡などを確認した。一方、弥生

集落としての唐古・鍵遺跡関連の遺構・遺物は確認できなかった。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第14図 調査地位置図および遺構平面図・断面図（上：Ｓ＝1/2,000、下：Ｓ＝1/50）

写真⚒－⚑ 第⚑トレンチ全景（北から） 写真⚒－⚒ 第⚒トレンチ全景（西から）



⚓．唐古・鍵遺跡 第⚑⚑⚘次調査

⚑．既調査の概要
今回、遺跡西端で宅地分譲が計画され、道路となる部分について調査区を設けて発掘調査を実施

した。調査区は、若干蛇行する逆Ｌ字形で、延長140ｍ、幅⚔ｍの480㎡を測る。過去の調査成果か

ら、弥生時代の環濠帯が拡がることが予想された。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
調査地の現状は宅地である。最近まで水田であったが、調査着手の半年前に造成がおこなわれた。

Ⅰ：淡黄褐色砂礫土〔検出標高47.4ｍ､以下数値のみ記す〕、Ⅱ：暗青褐色土〔47.0ｍ〕、Ⅲ：青褐色

土〔46.85ｍ〕、Ⅳ：暗茶灰色土〔46.75ｍ〕、Ⅴ：橙褐色土（ハード）〔46.6ｍ〕、Ⅵ：淡黄灰色粘土

（シルト質）〔46.45ｍ〕、Ⅶ：淡黄灰色シルト〔46.3ｍ〕、Ⅷ：黒色粘土〔46.1ｍ〕、Ⅸ：青灰色シル

ト〔45.9ｍ〕

第Ⅰ層が現代造成土、第Ⅱ層は旧水田耕土、第Ⅳ層は近世遺物包含層、第Ⅴ層が地山の可能性を

もつ橙褐色土である。弥生時代中期～中世の遺構はこの第Ⅴ層上面を検出面とする。

（⚒）遺構と遺物
弥生時代
ＳＤ－101 調査区北端で検出した北東－南西方向の大溝である。近世の粘土採掘坑に切られ、

東壁などに断片的に残存するのみである。このため、遺構の規模と時期詳細は不明。

ＳＤ－102 調査区北半で検出した北東－南西方向の大溝である。幅⚙ｍ、深さ1.2ｍを測る。堆

積土は淡褐色粗砂が中心で、蛇行気味であることから流水の激しい遺構の可能性もある。調査区南

西端で検出したＳＤ－106とは規模と堆積土から同一遺構となる可能性が高い。遺物は、中層から弥

生時代後期の長頸壷片などが少量出土した。

ＳＤ－103 調査区中央で検出した北東－

南西方向の大溝である。幅3.8ｍ、深さ⚑ｍを

測る。遺物は僅少であるが、下層からほぼ完

形の長頸壷⚑点が出土した。弥生時代後期の

遺構と考えられる。

ＳＤ－104 ＳＤ－103の南側で検出した北

東－南西方向の大溝である。幅2.8ｍ、深さ0.9

ｍを測る。ＳＤ－103とは幅⚓ｍの間隔を空

け、並行に掘削されている。なお、遺構の南

半は中世大溝に切られる。遺物は、甕片など

が少量出土している。弥生時代後期の遺構と

考えられる。

ＳＤ－105 調査区南東端で検出した北北
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第15図 調査地位置図（Ｓ＝1/5,000）
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a

a’

第16図 遺構平面図⚑（Ｓ＝1/500）



東－南南西方向の大溝である。西肩のみの検出であるが、深さ0.8ｍを測る。弥生時代後期頃の遺構

とみられる。

ＳＤ－106 調査区南西端で検出した南北方向の大溝である。調査区外に拡がるため幅不明、深

さ⚑ｍを測る。堆積土はＳＤ－102と同様の粗砂であり、両者は同一遺構となる可能性が高い。遺物

は僅少で、本遺構のみでの時期決定は困難であるが、ＳＤ－102との関係から弥生時代後期の遺構と

考えられる。

ＳＤ－107 調査区南部で検出した南北方向の大溝である。幅2.5ｍ、深さ0.8ｍを測る。遺物は弥

生土器小片が少量出土したのみであり、詳細な時期は明らかでない。堆積土と遺構の位置から、Ｓ

Ｄ－104と同一の遺構である可能性がある。

ＳＤ－108 調査区南部でＳＤ－107の西側に隣接して検出した北北東－南南西方向の大溝である。

溝幅⚒ｍ、深さ0.4ｍを測る。調査区南端で収束しており、環濠の端部となる可能性がある。位置関

係から、ＳＤ－103と同一の遺構である可能性がある。

ＳＤ－110 調査区中央、ＳＤ－102南肩付近で検出した、北北西－南南東方向の大溝である。幅

4.5ｍ、深さ⚑ｍ。ＳＤ－102に切られる。遺物は、弥生時代中期頃の土器片が少量出土した。

中世
小溝群 調査区中央を中心に、東西方向・南北方向の小溝を多数検出した。調査区中央北付近の

溝から半完形の瓦器埦⚒点などが出土しており、遺物から13世紀前後の耕作に伴う小溝群と考えら

れる。

ＳＤ－64 調査区中央で検出した、東西方向の大溝である。幅⚕ｍ、深さ0.8ｍを測る。遺物は少

ないが、中世末～近世初頭頃の土師質土器等が出土した。

ＳＤ－70 調査区中央南で検出した東西方向の大溝である。幅2.4ｍ、深さ⚑ｍを測る。土師皿等

の16世紀頃の土器が出土した。後述するＳＤ－70Bを北肩寄りで再掘削したものと考えられる。

ＳＤ－70B ＳＤ－71と同時期に開口していたとみられる東西方向の大溝である。北肩がＳＤ－

70に切られるため詳細な遺構の規模は不明。14世紀前後の遺構であろう。

ＳＤ－71 調査区南側で検出した南北方向の大溝である。幅3.8ｍ、深さ1.2ｍを測る。ＳＤ－70B

とはＴ字形に合流する。なお、ＳＤ－70Bとの分岐点から南へ2.5ｍの地点で杭列を確認した。堰の

ような構造物とみられる。土師皿・瓦器埦等の14世紀頃の土器、曲物容器底板等の木製品が出土した。

ＳＫ－27 調査区北半で検出した円形の井戸である。直径⚒ｍ、深さ1.7ｍを測る。⚔段構造で、

上段は⚓段の石組み、中段上位は直径66㎝・高さ48㎝の桶、中段下位は直径52㎝・高さ42㎝の桶、

下段は直径50㎝・高さ40㎝の曲物容器が井戸枠として設置されていた。上段の埋土から大型の羽釜

⚑点などが出土した。14世紀前後の遺構と考えられる。

近世・近代
粘土採掘坑 調査区北部で近世頃の土坑群を検出した。調査区北端から南に25ｍまでの範囲で12

基を確認した。⚑辺⚒ｍ前後の隅丸方形のもの、南北⚘ｍ、幅⚓ｍ前後の不整形のものなどがあり、

それぞれ深さは⚑ｍ前後を測る。調査地の近くには、戦時中まで今里で瓦業を営んでいた石田家が

あり、近世には瓦師平七の屋号で近隣の寺社に瓦を供給していた。今回検出した土坑群は、瓦生産

に伴う粘土の採掘がおこなわれた跡と考えられる。出土遺物は僅少であったが、若干の近世陶磁器
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第17図 遺構平面図⚒（Ｓ＝1/500）
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第18図 遺構断面図（Ｓ＝1/50）



を含むことから、近世頃の遺構と考えられる。

小溝群 調査区北部の粘土採掘坑の上面で小溝群を検出した。いずれも北北西－南南東方向で、

中世の小溝群と主軸が異なる。近代頃の耕作に伴う遺構とみられる。

⚓．出土した遺物
第20図－⚑は、ＳＤ－102下層から出土した長頸壷である。胴部下半が欠損する。大和第Ⅵ－⚒様

式頃の遺物とみられる。⚒は、ＳＤ－103下層から出土した長頸壷である。ほぼ完形。大和第Ⅵ－⚓

様式頃の遺物とみられる。

⚓は、井戸ＳＫ－27から出土した土師質羽釜である。器高28.4㎝、口径29.6㎝の大形品である。14

世紀頃の遺物とみられる。⚔～19は、ＳＤ－71から出土した土師器・瓦器である。⚔～14は土師器

小皿、15～19は湯飲形瓦器埦である。20はＳＤ－71から出土した漆器椀である。内外面は黒漆仕上

げ、見込みに赤漆で植物を描く。14世紀頃の遺物とみられる。

21はＳＤ－71から出土した刀子、22・23はＳＫ－27から出土した刀・鎌である。21の柄は銅製で、

僅かに金箔状の付着物が残る。
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第19図 ＳＫ－27平面図および断面図（Ｓ＝1/40）
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第20図 出土遺物



⚔．まとめ
今回の調査では、弥生時代中・後期、中世、近世の各時期の遺構を検出した。弥生時代の遺構と

しては、唐古・鍵ムラの環濠と推定される弥生時代後期の北東－南西方向の大溝⚕条、中期の北北

東－南南西方向の大溝⚑条を検出した。なお、ＳＤ－102は粗砂堆積で規模が大きく、蛇行している

ことから、粘土堆積のＳＤ－103～105と様相が大きく異なる。周辺の調査成果を含め、弥生時代後

期の環濠のありかたについて検討する必要がある。

中世の遺構としては、14世紀の唐古南氏居館跡に関わるとみられる大溝と、上段が石組の井戸⚑

基を検出した。居館の構造を考える上で大きな成果と考えられる。

近世の遺構としては、調査区北端付近で多数の粘土採掘坑を検出した。瓦製作のための粘土採掘

がこの地域で盛んにおこなわれたことが明らかとなった。
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写真⚓－⚒ ＳＤ－102完掘状況（南から） 写真⚓－⚓ 環濠群完掘状況（西から）

写真⚓－⚑ 調査地航空写真（左が北）
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写真⚔－⚕ ＳＫ－27一段目検出状況（西から） 写真⚔－⚖ ＳＫ－27完掘状況（東から）

写真⚔－⚓ 近世土坑群（北から） 写真⚔－⚔ ＳＫ－27石組みの敷板検出状況（西から）

写真⚔－⚑ ＳＤ－64完掘状況（南から） 写真⚔－⚒ ＳＤ－70完掘状況（西から）



⚔．保津・宮古遺跡 第⚔⚒次調査

⚑．遺跡・既調査の概要
保津・宮古遺跡は、奈良盆地の中央、標高46ｍ前後の沖積地に立地する。これまで41次にわたる

発掘調査を実施しており、縄文時代～中世の複合遺跡であることが確認されている。特に、奈良盆

地低地部としては僅少な縄文時代後期の集落遺跡を検出していることは特筆される。また、弥生時

代前期前半に遡る集落遺構を確認しており、中期・後期の集落遺構が点在することも判明している。

さらに、北西に隣接する宮古北遺跡とは一連となる形で古墳時代集落の遺構が点在し、特に宮古北

遺跡では方形プランの区画溝をもつ集落が存在するとみられる。

古墳時代中・後期にも遺跡各所で土坑・溝を確認しているほか、飛鳥～奈良時代の建物群もみつ

かっており、大王の直轄地である「倭屯倉」の管理に関わる重要な遺跡である可能性も考えられる。

今回の調査は、遺跡南西部での賃貸住宅建築に先だって実施した。建物の基礎による影響は柱状

改良による⚕％未満ではあったが、重要遺跡として認定された遺跡での工事であるため、建築予定

地内の一部に18×⚕ｍの調査区を設定して調査をおこなった。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
調査地の現状は畑で、最近までビニールハウスでの作物栽培をおこなっていた。

Ⅰ：暗青褐色土〔検出標高45.8ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：暗青褐色土〔45.65ｍ〕、Ⅲ：暗橙褐色

土〔45.5ｍ〕、Ⅳ：暗灰褐色土〔45.4ｍ〕、Ⅴ：暗褐色土〔45.35ｍ〕、Ⅵ：黒褐色土〔45.2ｍ〕、Ⅶ：灰

褐色粗砂〔45.2ｍ〕、Ⅷ：黄灰色砂質土〔45.2ｍ〕、Ⅸ：黒褐色土（粘砂質）〔45.15ｍ〕

調査では、古代～中世の遺構を第Ⅵ層上面で検出し、弥生時代～古墳時代の遺構を第Ⅶ層上面で

確認した。なお、調査区南西部は時期不明の河跡による影響を受け、暗灰褐色粗砂層上面が古代～

中世の遺構検出面となっていた。

（⚒）遺構と遺物
弥生時代～古墳時代
ＳＤ－101 調査地東半で検出した溝である。幅1.6～2.0ｍ、深さ0.4ｍを測る。南半は南南東－北

北西方向であるが、北半は東北東方向に屈曲する。方形周溝墓の北西コーナー部である可能性が高

い。遺物は、弥生時代後期後半の壷・甕等が出土した。

ＳＤ－103 調査区西半で検出した溝状遺構である。幅1.5ｍ前後、深さ0.1ｍ前後を測る。遺物が

僅少であるため詳細な時期は不明。須恵器等を含むことから、古墳時代後期の遺構と考えられる。

古代・中世
建物群 調査区全体で多数の柱穴を検出した。⚑辺0.4～0.6ｍ、深さ0.3ｍ前後の方形プランの柱

穴が多いが、一部直径0.3ｍ前後の楕円形プランのものもみられる。柱穴が錯綜しているため明確な

建物プランは不明であるが、複数棟の建物が何度か建て替えられながら存続していた可能性がある。

なお、柱穴から出土した土器が僅少であるため詳細な時期は不明であるが、基本的には奈良～平安

時代頃の遺構と考えられる。
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ＳＤ－51 調査区南側で検出した、東南東－西北西方向の小溝である。幅0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。

鎌倉時代頃の瓦器片が出土していることから、鎌倉時代前後の遺構と考えられる。素掘小溝群を構

成する⚑条ともみられるが、他の溝と比較して深いことから、屋敷地の区画を目的とした遺構であ

る可能性も考えられる。また、南側⚑ｍに平行して掘削されたＳＤ－12Bもほぼ同時期の遺構とみ

られる。

小溝群 調査区全体で東南東－西北西方向の小溝多数を確認した。幅0.3ｍ前後、深さ0.1ｍ前後を

測る。中世～近世の耕作に伴う小溝であると考えられる。

⚓．まとめ
今回の調査では、保津・宮古遺跡の弥生時代後期頃の墓域についての情報を得ることができた。

また、古代の建物群が拡がること、中世には耕地となっていたことを確認することができた。

弥生時代後期の方形周溝墓は、出土した土器群から後期後半頃の遺構とみられる。点在気味に拡

がる集落域に対し、比較的近接した位置に墓域が形成されていたことが判明した。
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第21図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）
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第22図 調査区平面図（Ｓ＝1/150）



古代の建物群は、北側に隣接する第22次調査でも数棟分の建物跡を確認していることから、今回

の調査でも多数検出されることが予想されていた。調査により、想定通り建物群の拡がることを確

認することができたが、詳細な時期と建物プランについては調査面積の制約もあり確定することが

できなかった。

鎌倉時代頃には比較的深い小溝⚒条が掘削されていた。これらの遺構の性格は不明であるが、屋

敷地の区画溝である可能性もあり、また耕地に伴う溝である可能性もある。今後の検討が必要と考

えられる。
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第23図 北壁断面図（Ｓ＝1/50）
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第24図 調査区東壁断面図（Ｓ＝1/40）

写真⚕－⚓ ＳD－101完掘状況（北西から） 写真⚕－⚔ SD－103完掘状況（北から）

写真⚕－⚑ 古代遺構完掘状況（東から） 写真⚕－⚒ 弥生時代遺構完掘状況（東から）



⚕．保津・宮古遺跡 第⚔⚓次調査

⚑．遺跡・既調査の概要
保津・宮古遺跡は、奈良盆地の中央、標高47ｍ前後の沖積地に立地する。縄文時代後期・弥生時

代～古墳時代後期の集落跡、古代の官衙推定地、中世の集落跡などからなる複合遺跡である。特に、

北北西－南南東方向に遺跡を縦断する筋違道（太子道）、西北西－東南東方向に遺跡を横断する保

津・阪手道が遺跡中央で交差する古代交通の要衝であり、古代の遺構が田原本町としては比較的濃

密に分布する地区である。

今回の調査は、個人住宅の建築に伴って建物予定部分の南側隣接地に東西6.6ｍ、南北1.5ｍの調査

区を設定して実施した。筋違道の東側に隣接することから、東側側溝が検出できる可能性が考えら

れていた。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
調査地は宅地である。過去の造成により0.2ｍ前後の客土層が形成されていた。なお、調査区東半

は近世大溝の部分が一段低かったものとみられ、客土層が0.6ｍとなっている。ここでは、調査区西

半の層序を示す。

Ⅰ：暗褐色土〔検出標高46.85ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：黄褐色砂礫土〔46.8ｍ〕、Ⅲ：暗青褐色

粘質土〔46.6ｍ〕、Ⅳ：淡青灰色粘質土〔46.4ｍ〕、Ⅴ：茶灰色土〔46.2ｍ〕、Ⅵ：茶灰色砂質土〔46.0

ｍ〕、Ⅶ：褐灰色粘土〔45.9ｍ〕、Ⅷ：淡青灰色粘質土〔45.7ｍ〕、Ⅸ：黒色粘土〔45.4ｍ〕

第Ⅰ～Ⅱ層が造成土で、調査区東半では第Ⅲ・Ⅳ層が認められず、第Ⅱ層の厚さが0.6ｍ前後と

なっていた。第Ⅴ層上面が近世末～近代の遺構面、第Ⅶ層上面が近世の遺構面と考えられる。調査

では、第Ⅴ層上面まで重機で掘削し、以下を人力で調査した。

―28―

第25図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第26図 調査区位置図および調査区平面図・断面図（上：Ｓ＝1/250、下：Ｓ＝1/50）



（⚒）遺構と遺物
近世
ＳＤ－01B 調査区全体が東西方向の大溝内であった。深さ0.9ｍ前後を測るが、幅は明らかでな

い。北壁で層序のみ確認した。遺物には近世陶磁器が含まれることから、18世紀後半以降の遺構で

あると考えられる。

近代
素掘小溝群 ＳＤ－01Bの埋没後に掘削された南北方向の小溝を⚒条を調査区西半で検出した。Ｓ

Ｄ－01Bの埋没後、一時耕地となっていたものと考えられる。なお、この小溝は後述するＳＤ－01

に切られる。

ＳＤ－01 推定幅⚒ｍ前後、深さ0.9ｍ前後の東西方向の大溝である。ＳＤ－01Bの東半を再掘削

し、調査区中央で北側へ屈曲する。近世末～近代の陶磁器が出土した。また、小形の曲物容器⚑点

が下層から出土した。遺物より、近代を中心に開口していた遺構と考えられる。

⚓．まとめ
今回の調査では、屋敷地を区画していたと考えられる近世大溝を検出した。近世には東西方向の

大溝であったものが、近代にはＬ字形に屈曲するプランに代わったとみられる。また、遺構の切り

合い関係から、一時耕地となっていた可能性も考えられる。

なお、今回の調査により筋違道の東側側溝が確認できる可能性を考えていたが、調査区全体が近

世大溝内であったため確認することはできなかった。今後の調査により改めて確認を進めていく必

要がある。
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写真⚖－⚑ 完掘状況（東から） 写真⚖－⚒ 完掘状況（西から）



⚖．宮古北遺跡 第⚑⚙次調査

⚑．遺跡・既調査の概要
宮古北遺跡は、田原本町のほぼ中央に位置する、古墳時代前期と古代を中心とする集落遺跡であ

る。第19次調査地の東に位置する第⚑次調査（保津・宮古遺跡第⚓次調査）は、ならコープの本体

建物の建築工事に伴って実施され、弥生時代の河跡が検出されたほか、古墳時代の居館跡と推定さ

れる方形の大溝の一部が検出されている。また、本調査地の南に位置する第⚙次調査では、北北西

－南南東方向の時期不明の溝（ＳＤ－101）が検出されているほか、南西に位置する第15次調査で

は、朱の精製片口鉢が出土した。

第19次調査は、ならコープの敷地内で、防火水槽の設置に伴って実施した。第⚑次調査で検出さ

れた弥生時代の河跡が検出されることが想定された。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
Ⅰ：アスファルト〔検出標高47.5ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：クラッシャーラン〔47.3ｍ〕、Ⅲ：客

土〔47.2ｍ〕、Ⅳ：灰色粗砂〔46.2ｍ〕、Ⅴ：青灰褐色粘〔46.2ｍ〕、Ⅵ：灰色粘質土〔45.8ｍ〕、Ⅶ：

灰褐色粘質土〔45.7ｍ〕、Ⅷ：黄褐色粘質土〔45.6ｍ〕、Ⅸ：黄灰色土〔45.5ｍ〕

第Ⅰ～Ⅳ層は、ならコープの敷地内の舗装などに伴う層で、第Ⅸ層以下は地山となる。遺構検出

は第Ⅸ層上面でおこなった。

（⚒）遺構と遺物
弥生時代前期
ＳＤ－201 幅0.6ｍ、深さ0.6ｍの溝で、ほぼ北北西－南南東方向に伸びる。断面形は方形で、上

端はやや開く漏斗状である。堆積は大きく⚒層に分けることができ、上層は黒褐色粘質土、下層は

ブロック土を含む褐色粘土層であった。

第⚙次調査で検出されたＳＤ－101も同様の形状である。このことから、第⚙次調査ＳＤ－101と

同一の遺構の可能性がある。ＳＤ－201の出土遺物は僅少だったが、大和第Ⅰ－⚒様式土器の小片が

出土していることから、弥生時代前期の遺構と判断できる。

ＳＫ－201 調査区南西隅付近で検出した、径2.7ｍ、深さ0.2ｍの土坑である。遺物の出土はなかっ

たため、時期の特定はできないが、堆積土が黒褐色粘質土で、ＳＤ－201と同一であることから、弥

生時代前期の遺構であると判断した。

古墳時代前期
ＳＤ－101 調査区の南部で検出した、幅2.2ｍ、深さ0.15ｍの西北西－東南東方向の浅い大溝で

ある。北肩付近から、全体の約1/4が残存した布留⚒式の甕が出土した（第29図・写真7－1）。

ＳＫ－101 調査区の南西隅で検出した土坑である。長軸2.2ｍ、短軸1.2ｍ、深さ0.15ｍで、遺構

の南西半は調査区外である。遺物は、長原式併行の凸帯文土器の胴部凸帯部分片が⚑片出土してい

るのみである。庄内～布留⚑式と考えられるＳＫ－103を切っていることから、この土器片は混入と

判断でき、遺構の時期は古墳時代前期頃と推定できる。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財
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第27図 調査地位置図（上：Ｓ＝1/2,500、下：Ｓ＝1/2,000）
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第28図 遺構平面図および東壁断面図（Ｓ＝1/100）

第 29 図 ＳＤ－101 出土土器 写真⚗ SD－101遺物出土状況（西から）第29図 SD－101出土土器



ＳＫ－103 調査区南東隅で検出した土坑である。ＳＤ－101・

ＳＫ－101に切られているため、本来の規模は不明だが、長軸2.4ｍ、

短軸1.5ｍ、深さ0.3ｍを検出した。堆積土は暗褐色粘質土である。遺物

は、庄内～布留⚑式の土器が出土したほか、長原式併行の凸帯文深鉢

の口縁部片（第30図）が出土している。時期は、遺構の切り合いや出

土遺物から、庄内～布留⚑式と考えられる。

⚓．まとめ
第19次調査地は遺物量も少なく、また、遺構密度も低い地点であった。しかし、前述のとおり、

東に隣接する第⚑次調査地点では、古墳時代前期の大溝が検出されており、第19次調査地点は、こ

の大溝の中に位置する。第19次調査で検出された古墳時代前期の遺構が、居館の中でどのような位

置づけが可能なのかを検討する必要がある。

また、第19次調査地では第⚑次調査で検出された弥生時代後期の河跡は検出されなかった。この

ことから、第⚑次調査地の河跡は、第19次調査地の北側を流れると推定される。
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第30図 ＳＫ－103出土深鉢

写真⚘－⚑ 弥生時代完掘状況（南から） 写真⚘－⚒ 古墳遺構時代完掘状況（南から）



⚗．宮古北遺跡 第⚒⚐次調査

⚑．既調査の概要
第20次調査地は、宮古北遺跡の南端に位置し、道路の拡幅工事に伴って発掘調査を実施した。北

に隣接する第13次調査地では、調査区の東側で古墳時代の落ち込みが検出されている。また、南に

隣接する十六面･薬王寺遺跡第31次調査では、古墳時代の集落跡や玉造関連資料が検出されており、第

20次調査では古墳時代集落の拡がりを確認することが目的のひとつとなった。また、本調査地は保

津･阪手道の延長にも該当しており、保津･阪手道の側溝の検出も期待された。

⚒．調査の成果
本調査は、道路の拡幅に伴い、擁壁工事が実施される部分に調査区を設定した。ただし、調査地

の敷地中央やや南よりの部分で工事車両の進入口を確保するため、調査区は⚒つとなった。北側を

第⚑トレンチ、南側を第⚒トレンチと呼称する。

（⚑）層序

Ⅰ：客土〔検出標高45.3ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：灰色土〔45.1ｍ〕、Ⅲ：淡灰褐色粘質土〔44.9

ｍ〕、Ⅳ：暗褐色土〔44.7ｍ〕、Ⅴ：灰橙色粘質土〔44.5ｍ〕、Ⅵ：黄褐色粘質土〔43.9ｍ〕、Ⅶ：緑灰

粘〔43.8ｍ〕

調査地は水田の堆積（第Ⅱ層：耕土、第Ⅲ層：床土）の上に客土（第Ⅰ層）が盛土されていた。

第Ⅵ層以下は地山となる。古代の遺構検出は第Ⅳ層上面でおこなった。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第31図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）



（⚒）遺構と遺物
ａ．第⚑トレンチ
古墳時代前期～中期
ＳＲ－1102 第⚑トレンチの南半で検出した北西－南東方向の河跡で、幅⚕ｍ以上、深さ1.1ｍで

ある。第34図に示した石製円板および滑石製の臼玉が出土しているほか、古墳時代前期～中期の土

器も出土している。

古墳時代後期～中世
ＳＲ－1101 第⚑トレンチの北半で検出した、ほぼ南北方向の、蛇行する河跡である。幅は不明

だが、深さは0.3ｍであった。遺物は、古墳時代後期の土器が出土している。

ＳＫ－1051・1052 第⚑トレンチで検出したほぼ方形の土坑で、両者とも約1.9ｍ四方、深さは

1.0ｍである。遺物は僅少であったが、中世の遺構と判断される。堆積土にブロック土が含まれない

ことから、粘土採掘坑の可能性は低いと考えられる。

ｂ．第⚒トレンチ
古墳時代前期～中期
ＳＤ－2101 第⚒トレンチの南端付近で検出した、西北西－東南東方向の溝で、幅1.2ｍ、深さ

0.6ｍである。下層に地山のブロックを含む灰色粘土が堆積していることから、人為的に埋め戻され

た溝と考えられる。遺物は、布留⚒式～古墳時代中期の土師器が出土している。

ＳＫ－2101 第⚒トレンチの中央部で検出した土坑で、南北軸は2.7ｍ、深さ0.5ｍである。東半

は調査区外となる。出土土器から、布留式期の遺構と考えられる。

ＳＫ－2102 第⚒トレンチ中央部で検出した土坑で、南北軸は1.5ｍである。東半は調査区外であ

る。出土遺物は僅少であったが、布留式期の遺構と考えられる。

古墳時代後期
ＳＲ－2101・2101Ｂ 第⚒トレンチの全体で検出された河跡で、ＳＲ－2101Ｂは下層の凹みの可

能性も考えられる。両岸とも検出していないため、幅は不明である。古墳時代前期～後期の土器が

出土している。

古代～中世
ＳＤ－2051 第⚒トレンチの中央やや北寄りで検出した、幅⚕ｍ、深さ0.5ｍの西北西－東南東方

向の大溝である。ＳＤ－2052の北肩を切る。遺物は、下層遺構からの混在と考えられる古墳時代前

期～中期の土師器が少量出土したのみであるが、中世より下層の遺構面に掘削されているため、古

代の遺構と推測できる。また、写真9－3のように、保津・阪手道の名残とされる道路と軸が沿うこ

とから、保津・阪手道の北側側溝と考えられる。

ＳＤ－2052 第⚒トレンチの中央で検出した大溝で、方向・規模はＳＤ－2051とほぼ同じである。

ＳＤ－2051に北肩を壊されていることから、ＳＤ－2052は保津・阪手道の最初期の側溝で、何らか

の理由で埋没した後、ＳＤ－2051が掘削されたと考えられる。既往の調査成果では、羽子田遺跡第

16次調査などで検出された保津・阪手道の側溝も再掘削されていることが明らかになっており、こ

の所見にも合致する。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第32図 調査区平面図（Ｓ＝1/300）
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第34図 ＳＲ－1102出土石製品

第33図 第⚒トレンチ東壁断面図（Ｓ=1/60）



⚓．まとめ
宮古北遺跡第20次調査では、古墳時代前期の集落遺構は検出されなかった。よって、十六面・薬

王寺遺跡第30次調査地付近が古墳時代前期末集落の北限と考えられる。しかし、ＳＲ－1102から石

製品が出土していることからも、生活範囲から大きく逸脱するような地点ではなかったと推定でき

る。

第⚒トレンチで検出したＳＤ－2051・2052は、保津・阪手道の北側側溝としては、本町で最も西

の検出例となる。保津・阪手道は、第20次調査地からさらに西に伸び、現在の大字富本を通過して

いくと想定されているが、その先はどのように続くのか明らかになっていない。今後の調査で保津

･阪手道がどのように続くのか明らかにしていく必要がある。
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写真⚙－⚓第⚒トレンチ ＳD－2051・2052完掘状況（西から） 写真⚙－⚔ 第⚒トレンチ ＳD－2101完掘状況（東から）

写真⚙－⚑第⚑トレンチ 中世遺構完掘状況（東から） 写真⚙－⚒第⚑トレンチ ＳＲ－1102完掘状況（南東から）



⚘．寺内町遺跡 第⚑⚖次調査

⚑．遺跡・既調査の概要
寺内町遺跡は、奈良盆地の中央、標高49ｍ前後の沖積地に立地する。豊臣秀吉から田原本の地を

与えられた平野権平長泰は、自身は領地入りせずに浄土真宗教行寺に寺内町を築かせることで領地

の振興を図った。しかし、⚒代長勝が領地の直接経営に乗り出した際に支配権を巡って教行寺と対

立し、教行寺は箸尾に退転することとなった。教行寺の跡地には浄土真宗浄照寺と平野氏の菩提寺

となった本誓寺が置かれた。教行寺の建設した寺内町は北東部に築かれた陣屋の陣屋町として引き

継がれ、地域の商工業の中心地として栄えることとなった。

寺内町の南東部には、明治維新時の廃仏毀釈で廃寺となった医王寺があった。この敷地は明治33

年（1900）に田原本高等小学校が校舎を新築して移転、昭和⚗年(1932）に尋常小学校に高等科が併

設されたことで廃校となり、校舎は田原本女子技芸学校へ引き継がれた。この学校は田原本高等女

学校へと改称されたが、昭和23年（1948）に磯城農業高等学校と統合されるなどして廃校となり、

新制中学校へ校舎などが引き継がれた。田原本高等女学校時代の校舎は戦後解体され、新たに体育

館施設（第一体育館）が建てられて田原本中学校の生徒などが利用していたが、老朽化が進んだこ

ともあり、現在は廃止施設となっている。

今回、第一体育館の敷地に隣接する町道が狭小であるため、体育館敷地の一部を道路用地として

拡幅工事がおこなわれることとなった。側溝部分の掘削が深いことから、敷地東側の南北方向の工

区を発掘調査で対応した。なお、敷地南側の東西方向の工区については大正年間に埋め立てられた

濠内での工事となり、掘削範囲が大正年間の埋め戻し土内であることから工事立会での対応となっ

た。また、防火水槽解体工事も並行しておこなわれたが、この部分については近世大溝の断面が確

認できたため、工事立会時に断面図の作成をおこなった（第38図）。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
調査地の現状は体育館に附随するアスファルト敷きの駐車場である。調査では、南北45ｍ、幅⚑

ｍの調査区を設定した。ここでは、調査区北部での基本層序を示す。

Ⅰ：アスファルト〔検出標高50.8ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：茶灰色砂礫土〔50.75ｍ〕、Ⅲ：暗褐
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第35図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）



色粗砂〔50.45ｍ〕、Ⅳ：暗青灰色粘質土〔50.3ｍ〕、Ⅴ：暗茶灰色土〔50.1ｍ〕、Ⅵ：暗茶灰色粘質土

〔49.9ｍ〕、Ⅶ：褐灰色粘質土〔49.7ｍ〕、Ⅷ：橙灰色粘土〔49.5ｍ〕、Ⅸ：暗灰色粘土〔49.4ｍ〕、Ⅹ：

淡橙灰色粘土〔49.3ｍ〕

第Ⅲ層が近代頃の整地層、第Ⅳ・Ⅴ層が近世頃の造成土、第Ⅵ層が中世頃の遺物包含層、第Ⅷ層

以下が地山とみられる。アスファルト下で煉瓦敷遺構を検出したほか、第Ⅲ層上面から掘削される

形で戦前の可能性があるコンクリート建物基礎を確認した。また、第Ⅳ層上面で近世頃の遺構を、

第Ⅵ層上面で鎌倉時代頃の遺構を、第Ⅷ層上面で平安時代後期頃の遺構をそれぞれ確認した。

（⚒）遺構と遺物
平安時代
小溝群 調査区全体で東西方向の小溝を11条、南北方向の小溝を⚑条検出した。幅0.3ｍ前後、深

さ0.1ｍ前後を測る。耕作に伴う遺構と考えられる。鎌倉時代の遺構ＳＤ－51などに切られること、

若干の平安時代後期頃の土器片が出土していることから、平安時代の遺構と考えられる。なお、同

時期の同様な遺構は50ｍ離れた第⚘次調査でも確認しているが、南北方向が主であった。

Pit－67 調査区南端で検出した小規模な土坑である。南北0.6ｍ、深さ0.2ｍを測る。柱穴の可能性

がある。平安時代後期頃の土師皿が出土している。

ＳＫ－52 調査区南半で検出した土坑である。南北0.6ｍ、深さ0.15ｍを測る。調査区西側に拡が

るため正確な規模は明らかでない。11世紀～12世紀前半頃の瓦器埦等が出土した。

ＳＫ－53 調査区南半、ＳＫ－52の東側で検出した土坑である。南北1.2ｍ、深さ0.2ｍを測る。調

査区東側に拡がるため性格な規模は明らかでない。12世紀後半頃の瓦器等が出土した。このほか、

調査区全体で小規模な土坑を多数検出した。12世紀頃の遺物を伴うが、遺構の性格は明らかでない。

鎌倉時代
ＳＤ－51 調査区北側で検出した西北西－東南東方向の大溝である。幅3.5ｍ、深さ0.6ｍを測る。

13世紀前半頃の瓦器埦・土師皿・白磁碗等が出土した。

近世
ＳＫ－51 調査区北端で検出した土坑状の遺構である。主軸が北西－南東方向の楕円形とみられ

るが両端は調査区外に拡がる。短軸は0.6ｍ、深さ0.1ｍを測る。近世陶磁器等の遺物が出土している

ことから、江戸時代後期の遺構とみられる。

近代
建物⚑ 調査区北半から中央にかけて、直径0.4ｍ前後の土坑に礫が充填された基礎構造物を10基

確認した。1.8ｍ間隔で南北16.5ｍの範囲に分布する。この基礎構造物の上にコンクリート布基礎が

載っていた。昭和23年の米軍による航空写真では、東西方向に長い切妻屋根の建物が確認できる。本

遺構はこの建物の基礎に相当する可能性が高い。

建物⚒ 後述する煉瓦敷遺構の南側で建物基礎構造物を⚓基確認した。直径15㎝前後の杭⚒本を

打ち込んで基礎の根固めとしたものである。杭の周囲が青灰色化しており当初は柱穴と認識して掘

削をおこなっているが、杭の影響により還元したものを誤認したと考えられる。⚓基の基礎構造物

は⚒ｍ・⚓ｍの間隔で設置されていたが、調査区南端が防火水槽設置工事時に攪乱を受けているため、

さらに南に拡がる遺構であった可能性がある。先述の航空写真では、南北方向に長軸をもつ建物が
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第36図 遺構平面図（第⚑～⚓遺構面：Ｓ＝1/250、煉瓦敷遺構：Ｓ＝1/150）



敷地南東端で確認できる。

煉瓦敷遺構 アスファルトの直下で確認した煉瓦敷遺構である。建物⚑の南側に接する南北7.6ｍ、

幅1.4ｍ以上の範囲が煉瓦敷となっていた。このうち南側5.4ｍ分は幅0.9ｍの南北方向通路状になる。

昭和23年に廃校となった田原本高等女学校の校舎とそれに伴う煉瓦敷遺構と考えられる。

⚓．まとめ
今回の調査では、平安時代・中世・近世・近代の各時期の遺構を確認することができた。

平安時代後期～鎌倉時代の遺構としては、平安時代末前後の小規模な土坑群、鎌倉時代頃の大溝

⚑条などを検出した。付近で実施した寺内町遺跡第⚘次調査でも鎌倉時代～室町時代頃の屋敷地関

連遺構を確認していることから、楽田寺門前町が本調査地付近にも拡がっていたと考えられる。な

お、本調査区の南側で実施した第⚓次調査や南西隣接地の第⚒次調査では､中世の顕著な遺構・遺物

の拡がりを確認していないことから、本調査地付近が中世集落の南限となる可能性が高い。また、
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第37図 ＳＤ－51平面図および西壁断面図（Ｓ＝1/50）

第38図 寺内町工事立会調査 西壁断面図（Ｓ＝1/50）
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第39図 出土遺物

写真10－⚓ 第⚒遺構面Pit完掘状況（南東から） 写真10－⚔ 第⚒遺構面完掘状況（南から）

写真10－⚑ 煉瓦敷遺構検出状況（南から） 写真10－⚒ 第⚓遺構面完掘状況（北から）



包含層出土遺物も含め、14～17世紀に属する遺物は殆ど確認できていないことから、本調査区付近

では平安時代後期から鎌倉時代にかけて集落域となっていたが、室町時代には田地化していた可能

性も考えられる。

今回の調査では、江戸時代と特定できる遺構は僅少であった。近世の学校関連施設による攪乱の

影響が大きかったものと考えられる。ただし、本調査の対象となった事業と一連で既存防火水槽撤

去工事があり、この工事立会では大正年間に埋められたと伝えられる東西方向の濠を確認すること

ができた。寛政七年三月付の「絵図之添〔俵本村小字南新地〕」には今回の調査地付近の様子が詳細

に描かれており、調査地付近は医王寺という寺院の境内地であったこと、敷地南端には幅⚒間半

（約4.5ｍ）の濠があったことを知ることができる。工事立会で確認した濠はこの絵図に描かれたも

ので、地元には大正年間にこの濠が埋め立てられたという話が伝わる。

近代の遺構としては、学校関連の建物跡⚒棟、煉瓦敷遺構を確認した。昭和23年（1948）に廃校

となった田原本高等女学校関連の遺構と考えられる。米軍撮影の航空写真では、東西に長い教室棟

とみられる校舎⚒棟が敷地北半に南北にならび、敷地南東隅には講堂のような長方形の建物がみら

れる。当時の校舎は切妻状の木造瓦葺き平屋建だったようであるが、この建物の基礎部分と建物間

の煉瓦敷部分を検出したのであろう。近代の本町の教育史を考える上で貴重な資料が得られたこと

になる。
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写真11－⚓ 田原本高等実科女学校 遠景 写真11－⚔ 田原本高等実科女学校 近景

写真11－⚑ 工事立会の西壁断面（東から） 写真11－⚒ 「絵図之添（俵本村小字南新地）」
（左が北、□が調査区推定位置）



⚙．多地区古墳推定地隣接地の発掘調査

⚑．遺跡の概要
調査地は、田原本町の南端付近に位置する。近隣には弥生時代～平安時代の遺物散布地である多

東新池遺跡のほか、西には多遺跡が所在する。平成27年度は、大字多の東部で下水道工事が実施さ

れたことに伴い、人孔が設置される⚕ヶ所について発掘調査を実施した。特に、第⚒トレンチの北

北西に古墳⚑基（11－C－0109）、第⚔トレンチの東側に古墳⚑基（11－C－0102）が遺跡地図に登

録されており、それらに関する遺構や遺物の検出が想定された。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
ここでは、第⚔トレンチの層序を代表させて記述する。

Ⅰ：アスファルト〔検出標高54.6ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：クラッシャーラン〔54.58ｍ〕、Ⅲ：

青灰色砂質土〔54.5ｍ〕、Ⅳ：黄灰褐色土〔54.4ｍ〕、Ⅴ：橙色粗砂〔54.3ｍ〕、Ⅵ：淡青灰色粗砂

〔53.7ｍ〕、Ⅶ：暗青灰粘〔53.6ｍ〕、Ⅷ：灰褐色砂質土〔53.2ｍ〕、Ⅸ：暗褐色土〔53.0ｍ〕

第Ⅰ～Ⅵ層は、宅地造成時および道路工事時の盛り土とみられる。遺物は出土していない。第Ⅸ

層上面で素掘小溝を検出している。

（⚒）遺構と遺物
素掘小溝群 第⚓トレンチで東西方向の、第⚔・⚕トレンチで南北方向の素掘小溝を検出した。

これらの遺構は中世のものと考えられる。

遺物は、須恵器片が数片出土しているものの、古墳の手掛かりとなる遺構・遺物は検出されなかった。

⚓．まとめ
調査の結果、古墳の手掛かりは検出されなかった。しかし、素掘小溝の方向から、中世の地割を

推定することができる。特に、第⚓トレンチ付近では、現状の地割が南北方向だが、中世では異なっ

ていた可能性が高く、大字多周辺の地割を考察する重要な成果といえる。
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第40図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）
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第41図 第⚑～⚔トレンチ 遺構平面図および断面図（Ｓ＝1/50）
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第42図 第⚕トレンチ 遺構平面図および北壁断面図（Ｓ＝1/50）

写真12－⚓ 第⚔トレンチ完掘状況（南から） 写真12－⚔ 第⚔トレンチ完掘状況（南から）

写真12－⚑ 調査前全景（東から） 写真12－⚒ 第⚓トレンチ完掘状況（西から）



⚑⚐．三笠遺跡 第⚑次調査

⚑．遺跡の概要
三笠遺跡は、奈良盆地の中央、標高50ｍ前後の沖積地に立地する。三笠集落の西側に所在する農

業用溜池「三笠池」の周辺が「周知の埋蔵文化財包蔵地」となっているが、遺跡内容は不明で、今

回個人住宅の建築がおこなわれるのに伴い、初めて遺跡名「三笠遺跡」が付与されることとなった。

なお、江戸時代まで「下庄村」と呼ばれていた集落が、明治時代に名称を変更して「三笠村」と呼

ばれるようになった。村の中心には春日神社と浄教寺があり、浄教寺の本堂に載る鬼瓦は「鎚屋伝

兵衛」の銘をもつ。新ノ口村の瓦師鎚屋伝兵衛の手による鬼瓦は旧十市郡域に点在するが、本品も

そのうちの⚑つということになる。

今回、遺跡南東部で個人住宅が建築されるのに伴い、建物北側に東西3.5ｍ、南北⚒ｍの調査区を

設定して調査をおこなった。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
調査地の現状は宅地である。

Ⅰ：暗茶灰色砂礫土〔検出標高50.7ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：茶灰色土〔50.4ｍ〕、Ⅲ：茶灰色土

（黒灰粘ブロック混）〔50.1ｍ〕、Ⅳ：暗青灰色粘質土〔50.0ｍ〕、Ⅴ：橙褐色土（ハード）〔49.7ｍ〕、

Ⅵ：灰色粘質土（砂混）〔49.55ｍ〕、Ⅶ：暗灰褐色土（砂混）〔49.35ｍ〕、Ⅷ：橙褐色粘質土〔49.2ｍ〕

第Ⅰ～Ⅲ層が現代造成土、第Ⅳ層は旧水田耕土、第Ⅵ層は中世遺物包含層、第Ⅷ層は地山とみら

れる。中世の遺構は第Ⅵ層までを重機で除去して確認した。

（⚒）遺構と遺物
中世
ＳＤ－01・02 東西方向の小溝⚒条を検出した。幅0.1ｍ、深さ0.15ｍ前後を測る。遺構に伴う遺

物は皆無であるが、遺構検出時にＳＤ－01の上面から白磁片⚑点、中世とみられる瓦片⚑点が出土

している。遺物が僅少であるため時期は不明。

⚓．まとめ
今回の調査では、中世の耕作に伴う小溝以外は顕著な遺構を確認することができなかった。ただ

し、遺物に中世頃の瓦片が含まれることから、付近に寺院などが存在した可能性が考えられる。な

お、本遺跡の南側500ｍに創建が古代に遡る寺院「秦楽寺」があるが、本遺跡との関係は明らかでな

い。今後の周辺の調査により秦楽寺周辺地の状況も含めて解明していく必要がある。
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第43図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）

第44図 調査区位置図（Ｓ＝1/300）

第45図 調査区平面図および南壁断面図（Ｓ＝1/50）

写真13 完掘状況（西から）



⚑⚑．阪手北遺跡 第⚗次調査

⚑．遺跡・既調査の概要
阪手北遺跡は、標高約50ｍの沖積地に位置する。道路工事に伴って実施された第⚓次調査では、

奈良時代～鎌倉時代の遺構・遺物が検出されており、墨書土器や石製鍔帯が出土していることから、

官衙にかかわる遺跡と考えられている。

今回の調査は、第⚓次調査の北側で宅地造成が計画されたことに伴って実施した。

⚒．調査の成果
（⚑）層序
Ⅰ：暗茶灰色土〔検出標高49.65ｍ、以下数値のみ記す〕、Ⅱ：暗灰青粘〔49.6ｍ〕、Ⅲ：淡緑灰色粘

質土〔49.4ｍ〕、Ⅳ：淡灰褐色粘質土〔49.4ｍ〕、Ⅴ-a：暗灰褐色粘質土〔49.2ｍ〕、Ⅴ-b：暗灰褐色粘

砂〔49.06ｍ〕、Ⅵ：暗灰色砂質土〔48.9ｍ〕、Ⅶ：淡黄灰色シルト〔48.75ｍ〕、Ⅷ：黒灰粘〔48.6ｍ〕

第Ⅰ層は水田耕土層、第Ⅱ層は水田床土層である。第Ⅵ層以下は地山となる。素掘小溝の検出は

第Ⅴ-b層上面で、河跡の検出は第Ⅵ層上面でおこなった。

（⚒）遺構と遺物
調査区全体で南北方向の素掘小溝群を検出したほか、調査区の北東側では古代のものと推定され

る河跡（ＳＲ－101）を検出した。しかし、本調査地ではこれ以外に古代の遺構は検出されておら

ず、阪手北遺跡内の古代遺構は、本調査地よりも南側に分布することが判明した。

出土遺物は、第48図に示した。第Ⅳ層から須恵器壷蓋（⚑）、瓦器埦（⚒）、廃土から平瓦（⚓・

⚔）が出土した。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第46図 調査地位置図（Ｓ＝1/2,500）
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第47図 調査区平面図および北壁断面図
（平面図：Ｓ＝1/250、断面図：Ｓ＝1/50）

第48図 出土遺物



⚓．まとめ
調査の結果、本調査地は、中世は耕作地であったことが判明した。ただし、遺物は少なく、詳細

な時期は確定できない。また、古代の遺構は、河跡がその可能性があるのみで、また遺物も僅少

であったことから、阪手北遺跡における古代遺構の北限は、第⚓次調査第⚑トレンチ付近と推定できる。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

写真14－⚑ 遺構検出状況全景（南から） 写真14－⚒ 調査区北壁断面（南から）



12．唐古・鍵遺跡 試掘調査（S-201501）

⚑．調査の概要
史跡整備工事に伴う下水道人孔設置工事について、遺構への影響を確認するために事前の試掘調

査を実施することとなった。掘削範囲は、東西⚒ｍ、南北1.8ｍ、深さ2.1ｍ。

⚒．調査の成果
山砂が厚さ⚑ｍ、暗茶灰色土の造成土が厚さ0.55ｍ、旧水田耕土・床土層が0.45ｍ。以下に中世遺

物包含層の可能性がある暗褐色土が拡がる。掘削範囲内では弥生時代の遺物包含層まで達しないこ

とを確認した。

⚓．まとめ
調査の結果、工事による掘削は弥生時代の遺物包含層までおよばないことを確認した。ただし、

狭小な面積で上層の山砂が崩落しやすい状態であったため、簡単な層序確認程度しかできなかった。

なお、施工時の立会でも弥生時代遺物包含層まで掘削がおよばないことを確認した。
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第49図 調査地位置図（Ｓ＝1/5,000） 写真15 北壁断面（南から）



（⚒）工事立会の概要
2015年度に実施した工事立会は41件である（第⚗表）。史跡整備事業に伴う唐古・鍵遺跡の工事立

会が⚑件、公共上下水道工事に伴う工事立会が⚔件、その他公共事業に伴う工事立会が11件、個人

住宅建築等に関わる工事立会が11件、民間開発に伴う工事立会が14件である。

対象となった遺跡は、唐古・鍵遺跡が多く、次いで十六面・薬王寺遺跡、寺内町遺跡、平野氏陣

屋跡と続く。唐古・鍵遺跡は史跡公園の整備や史跡の維持管理等の公共事業による比率が高い。対

して十六面・薬王寺遺跡、寺内町遺跡、平野氏陣屋跡は個人住宅の建築によるものが多くなる。

また、遺物散布地としていた大字佐味での工事立会により、中世頃の溝を確認した。昨年度から

継続しておこなっている当該地域の工事立会の成果（後述）から、「佐味垣内遺跡」として新規登録

をおこなった。
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

第50図 田原本町の遺跡と工事立会地点（Ｓ＝1/40,000）
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第⚗表 2015年度 工事立会一覧
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Ⅰ．田原本町の埋蔵文化財

写真16－⚑ 高角射砲台座

写真16－⚒ 台座中央の旋回痕第51図 唐古・鍵遺跡（R-201512）
高角射砲台座位置図（Ｓ＝1/1,000）



R－201513 佐味垣内遺跡 工事立会

平成26年度から27年度にかけて、大字佐

味での下水道工事が実施された。周知の遺

跡外での工事ではあったが、平成26年度の

工事立会により中世遺構を確認した。平成

27年度の工事は遺跡範囲の南側が中心で、

遺跡の南限を確定することができた。立会

地点ａ～ｃは全体が粗砂堆積であり、河道

内と考えられる。なお、遺跡東部に位置す

るｄでは、南北方向の溝⚑条を確認した。

溝幅・深さともに不明であるが、堆積土か

ら中世頃の遺構とみられる。

本年度までの工事立会の成果および小字

名から中世遺跡が存在しているとし、平成

28年⚔月20日に遺跡の異動届を奈良県教育

委員会に提出し、⚕月31日に「佐味垣内遺

跡」として新規登録した。
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第52図 佐味垣内遺跡の範囲と工事立会地点（Ｓ＝1/5,000）
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